
令和７年度事業報告会

鬼ノ城のふところ
『月の村』の村開き

月の村の会



令和７年度事業内容
５月11日、備中神楽（吉備津）で楽しむ もう一つの温羅伝説



５月２５日、歴史探検講座『新山、知楽で歩く』



７月２６日、温羅伝説（新山と重源） ＠総社市図書館



９月１５日、小さな命のものがたり～土器土偶づくりWS～



９月２３日、大地の再生～水田跡地の水のみちづくり



９月２８日、野草お宝探しと野草料理



１０月５日、森の音樂会



１１月１３日、小さな命の物語～野焼きまつり



１１月２４日、月の村の真菰で円座づくりWS



１１月３０日『岩屋物語』信心のともがら＠阿曽公民館 穴観音見学



１２月２０日、お山の素材でお正月飾りづくりWS



作業前 作業後

月の村の山林整備、草刈り、倒木除去、道付け作業（通年）



歴史探検マップ『鬼ノ城のふところ知楽散歩』作製
郷土史知楽家 西尾隆明氏監修



令和７年度の事業成果

•備中神楽（吉備津）では新山の歴史に触れる演目で新山集落出身の

方や地域の方々が多数来られ、新山の復興を喜ばれ、集落の人の行

き来が復帰した。

•新山の豊かな自然を体験する多種多様のプログラムは、ここでしか

味わえない地域体験型観光として新たな参加層を増やせた。

•歴史講座によりこの鬼ノ城一帯の歴史を市内外の方々にも知っても

らう機会となった。

•歴史散策としての新たな観光につながる歴史探検マップ作製。

•大地の再生では土砂災害の防止も意識した里山保全活動を実施。

令和７年度イベント参加者１８０名／年間来場者数約１３００名



今年度の課題★自立に向けて
〇月の村の利用ルールづくりと利用料の検討、収益を維持費へ

〇月一・ボランティア草刈り里山整備デーで、月の村・新山が常
に開かれた状態を保つ

★歴史発信と散策ガイド
〇歴史散策マップ「鬼ノ城のふところ知楽散歩」で史跡案内と、
歴史講座で地域の歴史発信を続ていく

★里山保全活動

〇貴重な生態環境も残しつつ、かつ豪雨時には土砂崩れがあり災
害時には要注意ゾーンの鬼ノ城周辺の環境整備を地域住民にも参
加を呼びかけての地域一体での環境意識、共同作業を目指す

★地域と調和のとれた憩いの場づくり

〇月の村の自然を活かし守りつつ、これからの時代へ向けた場づ
くりを実施し、地域団体、住民と協力して新山・月の村が市内外
からも親しまれる憩いの場としていく



感想と氣づき
地道に続けてきた月の村の廃村耕作放棄地の復興活動から、総社
市市民提案型事業に二年間参加させていただきました。

総社市から支援される活動として、新山・月の村を広く知ってい
ただく機会となり、これまでの活動範囲を越えて地域の歴史発信
にも着手できました。

一方、活動が大きくなるにつれ地域の理解と連携、駐車場の確保、
マナーの周知とルールづくり、会員の負担、事業の自立にむけて
新たな課題もありますが、

市民提案型事業で地域目線での公益を意識した活動を学び、

訪れる方々の反応から歴史ある豊かな自然そのものがこの地域の
宝と実感し、土地も歴史も埋もれた新山が再び人の交う場へと、
ご指導くださったことに深く感謝いたします。



月の村から元氣力発伝処！
鬼ノ城のふところは、古代から人と
自然が歴史を作ってきました。

人と自然の営みを見直し、活かし、魅
力あふれる地域の宝を次の世代へと繫
いでいけいるよう『月の村』の活動を
続けていきます。

総社市市民提案型事業に心から感謝し、
今後も総社市の魅力発信に貢献してい
きたいと思います。

ご清聴ありがとうございました


